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V
平
成
十
三
年
七
月
七
日
(
土
)

第
十
五
回
総
会
・
大
会
案
内
を
兼
ね
た
会
報
第
六
十
三
号
を
発
行
。
巻
頭
ベ

ー
ジ
に
総
会
・
大
会
の
日
程
を
掲
載
。
大
会
の
主
旨
・
案
内
、
開
催
へ
の
思
い

は
水
島
裕
雅
委
員
が
執
筆
し
た
。
そ
れ
に
続
き
、
大
会
で
の
発
表
予
定
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
寄
せ
た
。

例
会
報
告
は
、
世
界
の
化
粧
筆
の
六
十
五
%
を
生
産
し
て
い
る
広
島
県
安
芸

郡
熊
野
町
を
訪
ね
た
「
第
五
十
六
回
例
会
」
に
つ
い
て
。
津
島
由
里
子
氏
が
、

当
日
の
見
学
コ

l
ス
「
筆
の
里
工
房
」
↓
「
胸
高
本
製
作
所
」
↓
「
開
高
本
製

作
所
展
示
室
」
で
、
体
験
し
た
こ
と
や
見
学
し
た
内
容
、
感
想
な
ど
を
細
や
か

に
報
告
し
た
。

V
平
成
十
三
年
七
月
二
十
九
日
(
日
}

第
十
五
回
総
会
・
大
会
を
広
島
大
学
東
千
田
校
舎
で
開
催
し
た
。
午
前
九
時

か
ら
研
究
発
表
の
開
始
で
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
広
島
大
μ子
大
学
院
の
中
尾

米

公

子

F守

和
恵
氏
。
タ
イ
ト
ル
は
「
世
阿
弥
当
時
の
観
客
に
よ
る
能
楽
の
享
受
に
関
す
る

ー
世
阿
弥
の
伝
書
を
手
が
か
り
に
し
て
!
」
で
、
世
阿
弥
の
残
し
た

伝
書
を
手
が
か
り
と
し
て
当
時
の
観
客
の
享
受
、
そ
し
て
世
阿
弥
の
観
客
に
対

一
考
察

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
続
い
て
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
の

蔵
本
典
之
氏
が
、
「
文
学
の
意
味
と
価
値
」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
芸
術
ジ
ャ
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ン
ル
の
う
ち
で
も
、
文
学
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ
で
の
意
味
と
価
値
と
の
関
係

を
論
じ
た
。
三
番
目
の
発
表
は
岡
山
大
学
大
学
院
の
橋
村
直
樹
氏
に
よ
る
「
イ

ス
タ
ン
プ
l
ル
、
ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
後
陣
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て

ー
聖
母
子
像
の
成
立
年
代
に
関
す
る
一
考
察
|
」
。
現
存
す
る
後
障
の
聖
母
子
像

と
総
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
の
説
教
に
お
い
て
賛
美
さ
れ
る
聖
母
子
像
と
の
関
係

を
確
認
し
た
上
で
、
成
立
年
代
に
関
す
る
研
究
を
振
り
返
り
、
そ
の
問
題
点
に

つ
い
て
指
摘
し
た
。
午
前
中
最
後
の
発
表
は
、
広
島
大
学
大
学
院
の
杉
原
早
紀

氏
に
よ
る
「
井
上
ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
『
紙
屋
町
さ
く
ら
ホ
テ
ル
』

九

十
年
代
に
語
ら
れ
た
二
つ
の
「
広
島
の
物
語
」
|
」
。
二
つ
の
戯
曲
の
内
容
や
語



り
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
違
い
は
何
か
、
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
、

そ
も
そ
も
同
じ
広
島
を
舞
台
と
す
る
テ
ク
ス
ト
が
な
ぜ
別
の
も
の
と
し
て
書
か

れ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

昼
休
憩
の
後
、
十
三
時
か
ら
十
三
時
四
十
分
の
聞
に
、
総
会
を
開
催
し
た
。

進
行
役
は
当
学
会
事
務
局
長
の
大
橋
啓
一
氏
。
担
当
の
委
員
が
平
成
十
二
年
度

の
事
業
報
告
の
後
、
平
成
十
三
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
を
提
出
し
、
そ
の

ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
今
年
度
は
委
員
改
選
の
年
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
新
し

い
委
員
候
補
者
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
承
認
さ
れ
た
。
詳
細
は
「
塞
術
研

究
2
0
0
2」
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
る
。

午
後
か
ら
大
会
を
再
開
、
残
り
の
も
う
一
つ
の
研
究
、
広
島
市
立
大
学
の
服

部
等
作
氏
に
よ
る
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
初
期
王
朝
以
前
に
お
け
る
玉
座
に
つ
い
て

l
玉
座
と
そ
の
デ
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
(
1
)
|
」
が
発
表
さ
れ
た
。
特
別

な
人
物
の
象
徴
的
な
指
定
席
と
も
い
え
る
王
座
(
王
座
、
法
座
、
神
座
)
に
つ

い
て
、
そ
の
性
格
と
デ
ザ
イ
ン
獲
得
課
程
の
研
究
が
主
な
内
容
だ
っ
た
。

大
会
の
締
め
く
く
り
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
広
島
と
/
の
文
学
」
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
広
島
大
学
の
岩
崎
文
人
氏
が
「
広
島
の
文
学
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
内
容
は
備
後
文
化
圏
の
文
学
者
を
そ
の
主
要
な
対
象
と
す
る
〈
ふ
く

や
ま
文
学
館
〉
と
対
を
な
す
安
芸
文
化
圏
の
文
学
者
を
取
り
上
げ
た
〈
ひ
ろ
し

ま
文
学
館
v

を
建
設
し
、
両
者
を
統
合
す
る
形
で
、
広
島
の
文
学
を
と
ら
え
、

継
承
し
て
い
く
べ
き
と
い
う
提
言
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
安
芸
文
化
圏
の
文
学

を
、
鈴
木
三
重
吉
を
源
流
と
す
る
児
童
文
学
、
小
山
内
薫
か
ら
始
ま
る
劇
作
家

の
系
譜
、
原
民
樹
を
初
め
と
す
る
原
爆
文
学
の
系
譜
の
三
観
点
に
絞
り
、
自
ら

の
考
え
を
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
「
ぎ
ん
の
す
ず
研
究
会
」
代
表
、
三
浦

精
子
氏
は
、
「
ぎ
ん
の
す
ず
」
を
実
際
に
見
せ
な
が
ら
、
こ
の
中
に
発
表
さ
れ
た

作
品
群
が
戦
後
の
児
童
文
学
史
や
絵
本
史
、
漫
画
史
を
も
書
き
換
え
さ
せ
る
資

料
で
あ
る
と
説
明
、
ま
た
作
品
群
か
ら
見
え
て
く
る
時
代
性
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。
司
会
役
の
水
島
裕
雅
氏
は
、
こ
れ
ま
で
広
島
に
文
学
館
が
つ
く
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
「
広
島
に
大
し
た
文
学
が
な
い
」
か
ら
で
は
な
く
、
近
代
文
学
に

お
い
て
、
広
島
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
我
々
が
知
ら
な
か
っ
た
か
、
正

当
に
評
価
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
参
加
者
は
五
十
四

7

コ2
・っ，.。

生
t
J
J
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J
J
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大
会
終
了
後
、
中
区
大
手
町
の
居
酒
屋
で
講
師
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
開
催
し

た。V
平
成
十
三
年
十
月
二
十
二
日
(
月
)

会
報
第
六
十
四
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
、
名
古
屋
・
中
京
女
子
大
学
の
加
藤

博
子
氏
が
担
当
。

一
九
七
0
年
代
に
旧
ソ
連
で
制
作
さ
れ
た
人
形
ア
ニ
メ

l
シ

ヨ
ン
映
画
「
チ
ェ
プ
ラ
1
シ
カ
」
を
見
た
感
想
、
こ
の
映
画
の
背
景
、
そ
し
て

最
近
訪
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
映
画
事
情
な
ど
を
書
い
た
。
第
十
五
回
大
会
報
告
は
、

研
究
発
表
①
広
島
大
学
大
学
院
の
中
尾
和
恵
氏
に
よ
る
「
世
阿
弥
当
時
の
観
客

に
よ
る
能
楽
の
享
受
に
関
す
る
一
考
察

ー
世
阿
弥
の
伝
書
を
手
が
か
り
に
し



て
|
」
(
報
告
者
・
長
迫
英
倫
氏
)
、
研
究
発
表
②
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
で
あ
る
蔵
本
典
之
氏
の
「
文
学
の
意
味
と
価
値
」
(
報
告
者
・
大
山
範
子
氏
)
、

研
究
発
表
③
岡
山
大
学
大
学
院
の
橋
村
直
樹
氏
に
よ
る
「
イ
ス
タ
ン
プ
l
ル、

ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
後
陣
モ
ザ
イ
ク
に
つ
い
て

ー
聖
母
子
像
の
成

立
年
代
に
関
す
る
一
考
察
|
」
、
研
究
発
表
④
広
島
大
学
大
学
院
の
杉
原
早
紀
氏

に
よ
る
「
井
上
ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
『
紙
屋
町
さ
く
ら
ホ
テ
ル
』

九

十
年
代
に
語
ら
れ
た
二
つ
の
『
広
島
の
物
語
」
l
」
、
研
究
発
表
⑤
広
島
市
立
大

学
の
服
部
等
作
氏
の
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
初
期
王
朝
以
前
に
お
け
る
王
座
に
つ
い

て

ー
玉
座
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
(
1
)
l」
(
報
告
者
・
森
園
敦

氏
)
お
よ
ぴ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
広
島
と
/
の
文
学
」
(
報
告
者
・
上
野
仁
氏
)

に
つ
い
て
。

V
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
(
土
)

会
報
第
六
十
五
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
井
野
口
慧
子
氏
の
詩
「
き
み
が
生
ま

れ
た
日
」
。
氏
の
次
男
の
巣
立
ち
の
よ
う
す
を
情
感
豊
か
に
綴
っ
た
。
な
お
、
こ

の
詩
は
二
O
O
二
年
九
月
に
東
京
文
化
会
館
で
本
選
会
が
開
催
さ
れ
る
第
十
四

回
・
新
・
波
の
会
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
作
曲
と
声
楽
部
門
の
謀
題
詩
と

な
っ
た
。
例
年
だ
と
、
九
月
に
予
定
し
て
い
る
例
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
の
で
、

例
会
報
告
は
な
く
、
次
回
例
会
の
案
内
の
み
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
三
年
十
二
月
十
五
日
(
土
)

第
五
十
七
回
例
会
を
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
で
開
催
、
二
つ
の
研
究
発
表
を

行
っ
た
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
尾
道
白
様
美
術
館
学
芸
員
・
佐
藤
智
子
氏
に
よ
る

「
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
の
化
粧
室
に
お
け
る
鏡
に
つ
い
て
」
。
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
(
一

八
四
一

1
一
八
九
五
)
が
一
八
九
O
年
に
制
作
し
た
『
姿
見
に
て
」
に
注
目
し

て
、
彼
女
が
女
流
画
家
と
し
て
当
時
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
き
た
モ
リ
ゾ
の
自
己
没
入
的
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
彼
女
の
自
己
表
象

と
画
中
の
モ
チ
ー
フ
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。

二
つ
目
は
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
ホ
ア
キ
ン
・

M
・
ベ
ニ
テ
ズ
氏
の
「
明

治
四
O
年
1
大
正
十
二
年
出
版
の
讃
仏
歌
に
お
け
る
讃
美
歌
の
借
用
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
研
究
発
表
。
明
治
四
O
年
か
ら
大
正
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
百
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十
七
曲
の
讃
仏
曲
の
う
ち
、
十
四
曲
は
、
当
時
日
本
で
す
で
に
親
し
ま
れ
て
い

た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
讃
美
歌
の
旋
律
を
使
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
讃
仏
歌
の
歌
詞
に
お
け
る
讃
美
歌
の
歌
詞
か
ら
の
影
響

に
つ
い
て
も
見
解
を
述
べ
た
。
参
加
者
は
四
十
二
名
。

例
会
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

V
平
成
十
四
年
二
月
十
一
日
(
月
)

会
報
第
六
十
六
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
津
島
由
里
子
氏
の
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
チ
ャ
ド
リ
」
。
二
O
O
一
年
九
月
十
一
日
、
米
国
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
以
来
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
が
メ
デ
ィ
ア
で
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、



民
族
衣
装
で
あ
る
「
チ
ャ
ド
リ
」
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
折
で
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
エ
ッ
セ
イ
と
な
っ
た
。
例
会
報
告
は
、
尾
道
白
樺
美
術
館
学
芸
員
・
佐
藤

智
子
氏
の
「
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
の
化
粧
室
に
お
け
る
鏡
に
つ
い
て
」
(
報
告
者
・

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
ホ
ア
キ
ン
・

M
・
ベ
ニ
テ
ズ
氏
の
「
明

竹
中
純
子
)
、

治
四
O
年
1
大
正
十
二
年
出
版
の
讃
仏
歌
に
お
け
る
讃
美
歌
の
借
用
に
つ
い

て
」
(
報
告
者
・
馬
場
有
里
子
)

の
二
つ
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
美
術
展
の
案
内
一
一
一
つ
と
「
中
国
短
編
文
学
賞
」

の
作
品
募
集
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
四
年
二
月
二
十
三
日
(
土
)

第
五
十
八
回
例
会
を
新
し
く
開
館
し
た
広
島
市
留
学
生
会
館
で
開
催
し
た
。

最
初
の
発
表
は
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
大
学
院
・
馬
場
有
里
子
氏
の
「
十
七
世

紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
礼
拝
堂
に
お
け
る
グ
ラ
ン
・
モ
テ
と
ギ
ョ

l
ム
・
ミ
ノ
レ

の
作
品
」
と
題
す
る
も
の
。
テ
ー
マ
は
十
七
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
、
ル
イ
十

四
世
時
代
の
王
室
礼
拝
堂
に
お
い
て
毎
日
の
ミ
サ
の
間
に
演
奏
さ
れ
て
い
た
グ

ラ
ン
・
モ
テ
と
呼
ば
れ
る
宗
教
合
唱
曲
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
続
い
て
の
発
表

は
広
島
大
学
大
学
院
・
八
木
茂
樹
氏
に
よ
る
「
神
話
を
語
る
と
い
う
こ
と
」
。
ぉ

よ
そ
す
べ
て
の
民
族
が
独
自
の
神
話
を
語
り
伝
え
て
き
た
。
そ
の
神
話
を
語
る

こ
と
を
通
し
て
、
人
々
は
何
を
語
り
伝
え
、
語
り
に
何
を
託
し
て
い
た
の
か
。

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
神
話
が
果
た
し
て
き
た
意
義
を
引
き

継
ぐ
も
の
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
発
表
だ
っ
た
。
参
加
者
は
三
十
人
名
。

V
平
成
十
四
年
五
月
一
日
(
水
)

会
報
第
六
十
七
号
を
発
行
。
巻
頭
言
に
は
岩
手
県
平
泉
に
あ
る
中
尊
寺
金
色

堂
の
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
金
色
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
久
し
い
」
と
い

う
広
島
修
道
大
学
の
松
本
真
氏
が
、
「
黄
金
の
茶
室
」
を
執
筆
し
た
。
例
会
報

告
は
、

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
大
学
院
の
馬
場
有
里
子
氏
の
「
十
七
世
紀
後
半

の
フ
ラ
ン
ス
王
室
礼
拝
堂
に
お
け
る
グ
ラ
ン
・
モ
テ
と
ギ
ョ

l
ム
・
ミ
ノ
レ
の

作
品
」
(
報
告
者
・
上
野
仁
氏
)
と
、
広
島
大
学
大
学
院
の
八
木
茂
樹
氏
に
よ

る
「
神
話
を
語
る
と
い
う
こ
と
」
(
報
告
者
・
長
迫
英
倫
氏
)
を
掲
載
し
た
。

会
員
の
動
向
な
ど
を
紹
介
す
る
た
め
に
今
号
か
ら
新
設
し
た
〈
ほ
っ
と
・
ホ

ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
〉
で
は
、
会
員
の
木
原
和
敏
氏
と
本
家
浩
一
氏
の
県
民
文
化
奨

励
賞
受
賞
(
美
術
部
門
)
を
紹
介
し
た
。
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ま
た
、
第
五
十
九
回
例
会
で
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
広
島
県
山
県
郡
加

計
町
の
「
加
計
せ
せ
ら
ぎ
美
術
館
」
に
、
当
学
会
会
員
の
染
色
作
家
、
杉
谷
富

代
氏
が
生
涯
作
品
二
百
二
十
三
点
を
寄
贈
し
た
こ
と
、
作
品
集
「
水
の
記
」
を

出
版
し
た
こ
と
な
ど
を
、
写
真
撮
影
を
担
当
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
藤
恵
乾
吾
氏

が
報
告
し
た
。

V
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日
(
木
)

東
京
に
あ
る
日
本
学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
日
本

学
術
会
議
第
十
九
期
会
員
の
選
出
に
か
か
わ
る
学
術
研
究
団
体
登
録
に
つ
い

て
」
と
い
う
書
類
が
届
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
申
請
の
た
め
の
書
類
を
整
え
、



送
付
し
た
。

V
平
成
十
四
年
六
月
九
日
(
目
)

第
五
十
九
回
例
会
は
一
年
ぶ
り
の
野
外
例
会
で
、
広
島
県
山
県
郡
加
計
町
に

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
「
加
計
せ
せ
ら
ぎ
美
術
館
」
を
訪
れ
た
。
加
計
町
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
に
は
今
、
廃
止
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

J
R
可
部
線
を
利
用
し
、

渓
谷
の
春
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
美
術
館
で
、
六
月
四
日
か
ら
八
月
四
日
の
期
問
、
「
杉
谷
富
代
生
涯
作

品
展
パ

l
ト
I
」
が
聞
か
れ
て
お
り
、
こ
の
展
示
に
合
わ
せ
て
の
例
会
開
催
だ

っ
た
。
ま
た
運
の
良
い
こ
と
に
、
こ
の
日
は
同
町
内
に
あ
り
、
春
と
秋
の
決
め

ら
れ
た
日
に
し
か
一
般
公
開
さ
れ
な
い
広
島
県
の
名
勝
「
吉
水
園
」
の
開
園
日
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に
当
た
っ
て
お
り
、
午
後
は
圏
内
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
同
国
は
江
戸
時
代
中

期
に
つ
く
ら
れ
た
美
し
い
庭
園
で
、
珍
し
い
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
と
し

て
も
有
名
。
期
待
遇
り
、
緑
鮮
や
か
な
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
池
の
周
囲
の
あ
ち

こ
ち
に
い
て
、
入
国
者
を
喜
ば
せ
て
い
た
。
参
加
者
は
二
十
四
名
。

〈
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
七
法
人
、
個
人
会
員
二
百
五
十

四
名
(
特
別
会
員
四
名
、

一
般
会
員
二
百
十
人
名
、
学
生
会
員
三
十
二
名
)
〉

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




